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犬猫の致死処分ゼロの継続を目指すため 
クラウドファンディング型ふるさと納税の受け付けを開始 

 
 

 県では、犬猫の致死処分ゼロのため、クラウドファンディング型ふるさと納税を活用し、猫の不

妊・去勢手術、子猫のミルクボランティア、譲渡ボランティア及び地域猫活動への支援事業を実施

しています。 

本年８月４日から、「さとふるクラウドファンディング」にて、寄附の受け付けを開始しました。 

 

 ○事 業 名 小さな命を守りたい！山梨県犬猫致死処分「ゼロ」プロジェクト 

 ○目標寄附金額 2,000,000円 

 ○受 付 期 間 令和７年８月４日（月）～令和８年３月３１日（火） 

 〇受 付 方 法 「株式会社さとふる」が運営する「さとふるクラウドファンディング」にて受付 

  Ｕ Ｒ Ｌ https://www.satofull.jp/projects/business_detail.php?crowdfunding_id=581 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

※ 事業の詳細については、裏面を御参照ください。 
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山梨県 福祉保健部 衛生薬務課 

課長 内田裕之 

電話 055-223-1488 (内線 3450) 
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○ 事業の概要等 

事業 事業の概要 寄附金の使い道 

猫の不妊・去勢手術

助成事業補助金 

○市町村が実施する猫の不妊・去勢手術費の助成制度に

補助金を交付します。 

① 補助対象 猫の不妊・去勢手術の助成に要した経費 

      （ただし、飼い主のいる猫については、多 

数の猫を飼うことにより、周辺の生活環 

境が損なわれている場合若しくはそのお 

それがある場合に限る。） 

② 補 助 率 ２分の１ 

③ 基 準 額  

・不妊手術 15,000円／匹、去勢手術 10,000円／匹を

上限として手術に要した実費を補助 

・飼い主のいない猫の不妊・去勢手術には、1,000円／

匹を加算 

各市町村への補助

金に充てます。 

子猫の一時飼養ボラ

ンティア支援 

○ 離乳前の子猫は、自力で体温調節や排泄ができない

ため、数時間おきに授乳や排泄を促す必要がありま

す。動物愛護指導センターに搬入された離乳前の子猫

を自宅等で概ね２箇月飼育するボランティアを募集

し、飼育に必要な物品を県が支給して、ボランティア

の活動を支援し、子猫の譲渡を促進します。 

 

ボランティアに支

給する物品の購入

費用に充てます。 

・ミルク 

・フード 

・ペットシーツ 

・猫砂 

・哺乳瓶  等 

譲渡ボランティア支

援 

〇動物愛護指導センターから犬や猫を譲り受け、新しい

飼い主を探す個人又は団体（譲渡ボランティア）に対

し、飼育に必要な物品を県が支給することで、経済的

負担を軽減します。 

 

〇動物愛護指導センターに収容された犬や猫の譲渡を促

進するとともに、新規譲渡ボランティアの確保を図り

ます。 

ボランティアに交

付する物品の購入

費用に充てます。 

・犬猫用フード 

・餌皿 

・ペットシート 

・トイレ砂 

・係留具 

・搬送物品 

地域猫活動スタート

アップ支援 

〇地域猫活動を開始しようとする自治会等へ助成する市

町村に補助金を交付します。 

 

① 補助対象 地域猫活動を導入しようとする自治会等 

② 補 助 率  2分の 1（県の補助額上限 50,000円） 

③ 補助対象 地域猫活動の補助に要した経費のうち、  

一    管理費、啓発費、研修費等 

各市町村への補助

金に充てます。 

※ 「さとふるクラウドファンディング」は、ふるさと納税の制度を活用して、寄附金の使途に応

じた事業を立ち上げ寄附を募る、クラウドファンディング型ふるさと納税サイトです。 

山梨県福祉保健部衛生薬務課 

生活衛生・動物愛護担当 

電話：055-223-1488 


